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○
水
防
法
に
基
づ
く
対
象
の

要
配
慮
者
利
用
施
設
と
計
画

作
成
施
設
▼
愛
知
１
３
４
５

施
設
、
計
画
作
成
21
施
設
▼

静
岡
７
９
１
施
設
中
、
６
施

設
▼
岐
阜
１
３
０
６
施
設

中
、
21
施
設
▼
三
重
４
１
２

施
設
中
、
ゼ
ロ
施
設 

付
）
。
会
社
側
が
労
組
に
提
案
し
た
内

容
を
周
知
す
る
た
め
の
組
合
報
で
す
。

安
倍
政
権
が
14
年
、
武
器
輸
出
を
容
認

す
る
新
原
則
を
定
め
た
の
を
受
け
、

「
防
衛
事
業
」
の
「
拡
張
（
輸
出
）
な

 

井
上
氏
が
示

し
た
の
は
「
三

菱
重
工
労
組
名

航
支
部
」
の
「
航

労
ニ
ュ
ー
ス
」

（
２
０
１
６
年

２

月

12

日

 

三
菱
重
工
業
が
戦
闘
機
Ｆ
15
の

部
品
を
米
軍
に
輸
出
す
る
計
画
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
25
日
、
井
上
哲

士
参
院
議
員
の
調
査
で
わ
か
り
ま

し
た
。
同
日
の
外
交
防
衛
委
員
会
で

井
上
氏
が
三
菱
重
工
労
組
の
内
部

資
料
を
示
し
て
追
及
し
ま
し
た
。 

 

Ｆ
15
は
米
社
マ
ク
ド
ネ
ル
・
ダ
グ

ラ
ス
（
現
ボ
ー
イ
ン
グ
）
が
開
発
し

た
戦
闘
機
。
三
菱
重
工
が
ラ
イ
セ
ン

ス
（
許
可
）
を
得
て
製
造
し
、
防
衛

省
に
納
入
し
て
き
ま
し
た
。 

高
齢
者
福
祉
施
設
で
は
、
被
災
時
の
職

員
は
１
人
で
し
た
。
本
村
氏
は
、
日
本

医
療
労
働
組
合
連
合
会
の
夜
勤
実
態

調
査
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
型
施
設
な
ど
で
回
答
の
あ
っ
た

す
べ
て
の
事
業
所
が
、
一
人
夜
勤
だ
っ

た
と
紹
介
し
、｢

予
算
を
ふ
や
し
、
一

人
夜
勤
を
許
さ
な
い
基
準
に
見
直
し

て
ほ
し
い｣

と
求
め
ま
し
た
。 

 

石
井
啓
一
国
交
相
は
「
厚
労
省
と
連

携
し
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る

必
要
な
防
災
体
制
の
確
保
を
支
援
し

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

本
村
氏
は
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
の

う
ち
避
難
確
保
計
画
を
作
成
し
た
施

昨
年
の
台
風

10
号
の
水
害
で

入
所
者
９
人
が

亡
く
な
っ
た
岩

手
県
岩
泉
町
の

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
19
日
の
国

土
交
通
委
員
会
で
、
災
害
時
の
逃
げ
遅

れ
ゼ
ロ
の
た
め
、
要
配
慮
者
利
用
施
設

の
職
員
体
制
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

水
防
法
の
改
正
で
、
洪
水
や
土
砂
災

害
リ
ス
ク
が
高
い
社
会
福
祉
施
設
、
学

校
、
医
療
施
設
な
ど
の
要
配
慮
者
利
用

施
設
に
対
し
て
、
避
難
確
保
計
画
の
作

成
、
避
難
訓
練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。 

の
ア
ク
セ
ス
」
を
掲
げ
て
い

る
と
し
て
、「
製
薬
会
社
の
要

求
に
応
え
て
、
知
財
保
護
を

強
化
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て

い
る
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

岸
田
文
雄
外
相
は
、
知
的

財
産
権
の
保
護
で
新
薬
開
発

が
促
さ
れ
る
と
し
て
、「
迅
速

な
医
薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
弁
明
し
ま

し
た
。 

同
水
準
を
要
求
。「
デ
ー
タ
保
護
期
間
」

が
盛
り
込
ま
れ
れ
ば
、
企
業
が
新
薬
承

認
申
請
時
に
提
出
す
る
安
全
性
・
有
効

性
の
デ
ー
タ
を
一
定
期
間
非
開
示
と

さ
れ
、
他
国
で
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後

発
）
医
薬
品
の
開
発
が
困
難
に
な
り
、

途
上
国
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
や
マ

ラ
リ
ア
患
者
に
深
刻
な
影
響
が
あ
り

ま
す
。 

 

井
上
氏
は
、
政
府
も
推
進
す
る
国
連

の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
が
、「
す
べ
て
の
人
々
に
対
す
る

安
全
で
質
が
高
く
安
価
な
医
薬
品
へ

 

井
上
哲
士
議
員
は
20
日
の
外
交
防

衛
委
員
会
で
、
日
中
韓
な
ど
16
カ
国
で

交
渉
中
の
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済

連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
が
、
巨
大
製
薬
企

業
に
有
利
な
医
薬
品
の
知
的
財
産
権
の

保
護
を
強
化
す
る
条
項
を
求
め
、
安
価

な
薬
を
途
上
国
が
入
手
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
告
発
し
ま
し
た
。 

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
で

は
、
製
薬
会
社
の
要
求
で
「
特
許
期
間

の
延
長
」
や
「
デ
ー
タ
保
護
期
間
」
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
で
も
日
本
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と

米
軍
に
Ｆ
15

部
品
輸
出 

 
三
菱
重
工
の
計
画
判
明 

井
上
議
員 

 

設
が
２
・
３
％
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘

（
別
項
参
照
）。「
避
難
確
保
計
画
の
作

成
や
避
難
訓
練
を
義
務
化
す
る
以
上
、

政
府
と
し
て
支
援
を
」
と
求
め
ま
し

た
。
石
井
国
交
相
は
「
防
災
・
安
全
交

付
金
に
よ
り
市
町
村
へ
の
支
援
し
て

い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ど
へ
の
展
開
を
目
指
し
て
い
る
」
と
会

社
の
戦
略
を
記
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
15
は

｢

米
軍
へ
の
部
品
輸
出
検
討
を
開
始

し
、
年
度
末
に
掛
け
て
提
案
活
動
が
本

格
化
す
る
状
況
と
な
っ
た
」
と
説
明
。

検
討
事
項
の
一
つ
に
「
高
い
利
益
確
保

の
方
策
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

米
国
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
カ
タ

ー
ル
と
Ｆ
15
の
輸
出
で
合
意
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
も
Ｆ
15
の
追
加
調
達
を
示
唆
。 

井
上
氏
は
、
米
国
へ
の
輸
出
は
第
三

国
へ
の
輸
出
に
も
つ
な
が
る
と
し
て

「
国
際
紛
争
を
助
長
す
る
武
器
輸
出

は
憲
法
９
条
に
反
す
る
。
武
器
輸
出
禁

止
に
立
ち
戻
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
防
衛
装
備
庁
の
中
村
吉
利
装
備

政
策
部
長
は
「
企
業
内
の
検
討
に
つ
い

て
答
え
る
立
場
に
な
い
」
と
答
弁
を
避

け
ま
し
た
。 


